
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

研究内容： 特殊な幾何構造とラプラシアンの固有値の関係/グラフ理論の幾何学的側面 

私の専門は幾何学です。 

(1) 曲面や球体などの図形にはラプラシアンという微分作用素が定まります。大雑把に言えば、 ラプラシアンの最小

正固有値はその図形のちぎれにくさ・折れにくさの度合いを表しています。これは、1971 年の Cheeger の定理です。例

えば、持ち手が細いダンベルは折れやすいことを我々は経験的に知っていますが、実際, Cheeger は、そのような図形

のラプラシアンの最小正固有値が小さいことを示しています。私自身は、図形が特殊な構造をもつ場合にラプラシアン

の最小正固有値を研究しています (論文[1])。 

(2) また、 私はグラフ理論の幾何学的側面についても研究しています。私は論文[2]において、凸幾何学を応用する

ことで、グラフ実現問題に関する定理を示しました。この定理の応用例として、次の問題に解答を与えることができます: 

問題: 自分の仕事量を指定した n 人の配達人がいる。 各オンラインストアが仕事を依頼する配達人の数が必ず k 人に

なるような仕事の割り振り方は存在するか? ただし、 配達人は複数の仕事を掛け持ちしてよい。 また、ストアの数につ

いて制限はない。 

私の定理を用いることで得られる解答: 配達人の仕事量の最大値の k 倍が、 配達人全員の仕事量の総和以下なら、 

そのような仕事の割り振り方は存在する。また、 仕事の割り振り方の中には、 オンラインストアの数が n 社以下であるよ

うなものが存在する。 

   私はこの研究により、 日本数学会、 日本応用数理学会、 統計関連学会連合主催の「異分野異業種研究交流会 

2024」にてベストポスター賞を受賞しました。 

   現在は、 グラフ上のラプラシアンの固有値についても研究しています。 曲面のとき同様、 ラプラシアンの固有値はグ

ラフの「頑丈さ」を表すため、 例えばネットワークのセキュリティなどの観点から重要で、 盛んに研究されている対象で

す。 
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